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(学位論文審査の結果の褒旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
アルツハイマー病を静断するためのバイオマーカーの確立は、早期診断・・早期治療の観点か
ら重要であり、これまでにバイオマーカーとして様々な方位が研免されてきた。
申締者は、アルツ-イマ一癖のバイオマーカーの開裾を目指し、アルツハイマー病迫伝子改
変?-ウス(Tg2576)の鹿粘膜のアミロイドベータ(Aβ)丑と脳内Aβ畳との関連性の検討を免
疫組織学的及びELISA方により行い、以下の点を明らかにした。
1)アルツハイマー病迫伝子改変マウスくTg2576)では、加齢に伴い鼻粘膜及び脳でAβの沈
瀞が認められたが、コントロールマウスでは常められなかった。
2)脳のAβ畳は、鼻粘膜のAβ免に正の相関が認められたが、髄紋や血糖のAβと相関しな
かった。
3)これらの点から、鼎粘膜のAβはアルツハイマー病の早期静断の有力なツールになり得る
可能性を示唆した。
本論文は、アルツハイマー病の早期静断のためのバイオマーカーとして、鼻粘膜Aβの測定
の有用性について新しい知見を阜えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を
受け合格したので、博士(医学)の専政諭文に値するものと絡められた。
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